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　市の木は「くすの木」です。市内
にはくすの大木がいくつかあります
が、この大くすは、有明町大三東の
民家の敷地内にあります。
　昭和33年6月5日に県指定天然
記念物として指定されました。樹齢
は1000年余り、樹高約30.5ｍ、幹
まわり約13ｍ、枝ばり東西約33ｍ、
南北約29ｍの巨木で、民家の敷地
内でこのような大木になるのは珍し
いそうです。
　島原再発見！緑がまぶしいこの季
節に、空を覆うほど大きなくすの木
を見に出かけてみてはいかがでしょ
うか。

有明海にひらく湧水あふれる火山と歴史の田園都市　島原
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松崎の大くす
（有明町大三東松崎）



　
元
治
元
年
（
１
８
６
４
年
）
、
勝

海
舟
と
と
も
に
、
坂
本
龍
馬
ら
神
戸

海
軍
塾
の
門
下
生
が
、
島
原
湊
に
降

り
立
ち
、
城
下
本
陣
別
当
中
村
家
で

休
憩
し
、
島
原
の
城
下
町
を
眺
め
な

が
ら
長
崎
へ
の
道
を
急
ぎ
ま
し
た
。

　
文
久
三
年
（
１
８
６
３
年
）
、
長

州
藩
が
関
門
海
峡
を
通
る
外
国
船
を

攻
撃
し
た
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

外
国
勢
は
四
カ
国
連
合
を
作
り
、
長

州
藩
を
攻
撃
し
、
困
っ
た
幕
府
は
、

勝
海
舟
に
調
停
の
役
を
命
じ
ま
し
た
。

そ
の
話
し
合
い
の
場
所
が
長
崎
で
、

神
戸
海
軍
塾
の
坂
本
龍
馬
ら
門
下
生

を
同
行
さ
せ
ま
し
た
。

　
島
原
に
入
っ
た
一
行
は
、
海
沿
い

の
島
原
街
道
北
目
道
で
は
な
く
、
少

し
で
も
距
離
が
短
い
山
沿
い
の
千
々

石
道
を
通
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
海

舟
日
記
に
あ
る
「
大
石
雑
わ
り
、
小

石
、
道
路
満
ち
て
甚
だ
悪
し
。
雲
仙

の
獄
出
せ
し
に
よ
る
か
、
西
洋
に
云

う
ラ
ア
ミ
（
溶
岩
）
年
を
経
し
も
の

な
ら
む
。
」
と
い
う
記
述
が
千
々
石

道
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
元
治
元
年
（
１
８
６
４
年
）
２
月

22
日
、
一
行
は
現
在
の
津
町
付
近
か

ら
上
陸
し
ま
し
た
。
当
時
、
こ
の
付

近
に
あ
っ
た
「
船
番
所
」
に
立
ち
寄

り
長
崎
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
龍
馬

の
長
崎
に
お
け
る
第
一
歩
は
ま
さ
に
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島
原
で
の

昨
今
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
影
響
な
ど
も

あ
り
、
全
国
的
に
坂
本
龍
馬
ブ
ー
ム
が

到
来
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、

こ
こ
島
原
の
地
に
も
坂
本
龍
馬
が

来
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
島
原
に
残
る
坂
本
龍
馬
の

足
跡
と
坂
本
龍
馬
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。



こ
の
場
所
だ
っ
た
の
で
す
。

　
島
原
に
上
陸
し
た
龍
馬
ら
が
、
ま

ず
訪
れ
た
の
が
「
城
下
本
陣
古
町
別

当
中
村
家
」
で
す
。
当
時
、
今
で
言

う
町
長
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
中
村

家
は
、
公
的
宿
泊
や
休
憩
地
と
い
っ

た
本
陣
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
か
ら
、

龍
馬
ら
は
こ
こ
で
食
事
を
取
り
ま
し

た
。
長
崎
か
ら
の
復
路
で
は
、
中
村

家
に
泊
ま
り
、
翌
朝
熊
本
へ
向
け
て

出
港
し
ま
し
た
。
現
在
、
建
物
は
残

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
龍
馬
ら
を
出
迎

え
た
屋
敷
門
は
萩
原
に
移
築
さ
れ
、

今
も
当
時
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。

　
島
原
街
道
千
々
石
道
の
途
中
に
あ

る
、
こ
の
「
殿
様
井
戸
」
で
長
崎
へ

と
急
ぐ
龍
馬
ら
が
、
の
ど
の
渇
き
を

癒
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
井
戸
は
、
こ
ん
こ
ん
と
水
が

湧
き
出
て
い
て
、
住
む
人
た
ち
に
と

っ
て
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
井
戸
で

し
た
。

◇と　き　6月13日（日）　14時開演

◇ところ　有明総合文化会館

◇入場料　（全席自由）

　　　　　一般1, 500円（当日1, 800円）、

　　　　　高校生以下無料（要入場整理券）

　龍馬の見た激動の幕末の長崎、亀山社中を

通して、新しい時代の扉を開けるために奔走

したエピソードなどを紹介します。

◇と　き　6月11日（金）　19時30分から

◇ところ　有明総合文化会館

◇入場料　無　料

◇講　師　大堀　哲　先生

　　　　　（長崎歴史文化博物館館長）

　龍馬にちなんだ地元産品（お菓子など）を

即売します。

◇と　き　6月13日（日）

　　　　　13時から16時まで

◇ところ　有明総合文化会館

　雲仙岳災害記念館で３月から５月にかけて

展示していたものを好評につき再度展示しま

す。また、幕末に関連する文化財の一部（島

原木綿など）も紹介します。

◇と　き　6月12日（土）・13日（日）

　　　　　9時から17時まで

◇ところ　有明総合文化会館

◇観覧料　無　料
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　大河ドラマ「龍馬伝」第３部で、７月から長崎が舞台に

なるのを前に、坂本龍馬の長崎初上陸地である島原や龍馬・

海舟が歩いた道のりをより多くの人に知ってもらえるよう

足跡をたどるウォーキング・バスツアーを実施します。

◆と　　き　6月19日（土）　8時45分集合

◆集合場所　とっとっと前（湊新地町）※駐車場はありません

◆募集人数　100人（先着順）

◆参 加 料　2, 000円（有料施設入場料、昼食代）

◆行　　程　とっとっと前（9：00）→〔徒歩〕→ 城下本陣別

　　　　　　当中村家跡（現エレナー番街店）→〔徒歩〕→

　　　　　　中村家屋敷門（萩原）→〔徒歩〕→ 島原城 →

　　　　　　〔バス〕→ 長崎市・諫早市・雲仙市の龍馬ゆ

　　　　　　かりの地（龍馬像・亀山社中など）→〔バス〕

　　　　　　→ 島原着（17：30）

◆応募期間　6月7日（月）から11日（金）まで

◆応募・問い合わせ先

　長崎龍馬の道活用広域観光推進協議会

　（観光・ジオパークグループ）　☎63－1111  内線214

龍馬を巡ろう in 島原街道龍馬の道

その他予定されている龍馬関連イベント

【市制施行70周年記念事業】

演劇 「竜馬と龍馬」 公演

島原市民文化講座

「長崎時代の龍馬」パ ネ ル展
「龍馬がやってきた！ジオパークの
視点から見た龍馬の足取り」

物 産 展

◎問い合わせ先／文化・スポーツ振興グループ文化振興班 （☎68－5474）



　
「
食
育
」
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が

生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
生
き
と
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
家
庭
、

地
域
、
学
校
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
や
活
動
を
と
お
し
て
、
自
ら
の
食

に
つ
い
て
考
え
た
り
、
食
に
関
す
る

知
識
や
判
断
力
を
身
に
付
け
る
こ
と

で
す
。

　
近
年
、
食
生
活
が
大
き
く
変
化
し

栄
養
の
偏
り
や
、
不
規
則
な
食
習
慣

に
よ
る
肥
満
な
ど
を
原
因
と
し
て
起

こ
る
生
活
習
慣
病
の
増
加
、
食
を
大

切
に
す
る
心
の
欠
如
、
食
料
自
給
率

の
低
下
、
食
の
安
全
性
に
対
す
る
不

信
感
、
伝
統
あ
る
食
文
化
の
衰
退
な

ど
、
食
に
か
か
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
で
は

本
市
の
食
に
関
す
る
状
況
を
把
握
す

る
た
め
、
市
民
１
０
０
０
人
に
対
し

て
食
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
食
育
や

食
の
安
全
性
、
産
地
確
認
な
ど
の
関

心
が
非
常
に
高
い
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
。

　
市
食
育
推
進
計
画
と
は
、
食
育
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
市
が
実
施
す

る
施
策
の
基
本
的
な
方
向
性
と
具
体

策
を
示
す
も
の
で
す
。

　
平
成
21
年
７
月
、
食
育
推
進
計
画

検
討
委
員
会
と
食
育
推
進
計
画
担
当

者
会
議
で
の
素
案
づ
く
り
が
始
ま
り

食
育
は
、
食
の
安
心
・
安
全
や
望
ま

し
い
食
習
慣
、
健
康
な
体
づ
く
り
、

食
文
化
の
伝
承
な
ど
の
観
点
か
ら
、

こ
れ
か
ら
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
役
所
関
係
部

署
の
食
育
担
当
者
が
意
見
を
出
し
合

い
、
５
回
の
会
議
を
と
お
し
て
食
育

推
進
計
画
の
素
案
を
作
り
、
そ
の
後

３
回
の
市
食
育
推
進
会
議
で
素
案
の

検
討
を
し
て
も
ら
い
平
成
22
年
３
月

に
策
定
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で 

「
食
育
」 

始
め
ま
せ
ん
か
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せ
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家庭で、地域で、学校で今、「食育」

の取り組みがさまざまなところで

始まっています。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
総
務
グ
ル
ー
プ

　
総
務
調
整
班

　
☎
　
１
１
１
１  

内
線
３
３
１

◎島原市における食を取り巻く現状（平成21年5月食育市民アンケートより）

食育に感心があるか 産地確認について 外食の利用状況 食品を購入する際に意識すること

1～3日
／月

35.1％
ほとんど

ない
55. 9％

無回答
1.8％

無回答
0.5％無回答

2.6％

「食育」
言葉を

知らない
17. 9％

関心が
ある

67. 2％
関心がない
12. 3％  　

島原産か
6.1％

長崎産か
4.8％

国産か
75. 3％

産地わか
らない
0.8％

こだわ
らない
13.0％

1～2日
／週
5.9％

0 20 40 60 80 100

ほとんど
毎日
0.3％

その他

3～6日
／週
1.3％

（％）

簡便性

話題性

ブランド

カロリー

栄養素

量や大きさ

おいしさ

安全性

価格 84. 9

83. 3

7. 4

24. 1

38. 2

40. 8

63. 6

6. 7

4. 9

2. 1

〜
６
月
は「
食
育
月
間
」・
毎
月
　
日
は「
食
育
の
日
」〜
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食
育
の
取
り
組
み
は
、
農
業
や
漁

業
関
係
者
に
よ
る
地
産
地
消
の
推
進

や
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
活
動
、

学
校
で
の
給
食
週
間
な
ど
、
既
に
さ

ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
食
育
は
、
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組

み
が
重
要
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

や
教
育
関
係
者
、
農
業
・
漁
業
・
商

業
関
係
者
、
関
係
団
体
、
行
政
な
ど

が
、
食
育
に
関
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
と
な
っ
て
食
育

を
実
践
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
と
の
協
働
に

よ
っ
て
、
よ
り
効
果
を
期
待
で
き
る

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
食
育
を
市
民
運
動
と
し
て

展
開
し
「
食
か
ら
始
ま
る
豊
か
な
く

ら
し
」
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

5　  平成22. 6.

みんなで「食育」始めませんか！

食
育
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

食
育
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

◎島原市食育推進計画について

◎食育に取り組みましょう　～家庭編～　（市食育推進計画より）

し

ま

ば ら

ぐ

ぞ

う

に

・「早寝、早起き、朝ごはん」に取り組みましょう

・「いただきます」「ごちそうさま」の心を持ち、食べ物の命の大切さを知り、感謝をしましょう

・家族や仲間と食卓を囲み、楽しく食事をとりましょう

・生活習慣病予防のため、バランスのとれた食事を取り、正しい食習慣を身につけましょう

・食についての情報を知り、安心安全な食を選択する力を身につけましょう

・地産地消で島原を元気にしましょう

・島原の風土と食文化を再認識し、現代の生活に活かしながら後世へ生きるための知恵として伝承

　していきましょう

・食事をおいしく食べられるように、むし歯や歯周病予防などの健康管理に取り組みましょう

バランスのとれた食事

ぐるっと地域の輪をつなぐ伝統の食文化

雑煮のように粘り強く長く続けよう、食育推進市民運動

海の幸、山の幸、島原の豊かな自然の恵みをみんなで楽しくいただきます

にっこりと、食卓を囲んで家庭の団らん

ますます広げよう、体験活動と食への感謝の気持ち

食育で市民の心と身体の健康づくり

〈基本理念〉 〈食育推進の基本方針〉

豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
生
か
す
、

　
　
元
気
で
楽
し
い
食
の
ま
ち
、
し
ま
ば
ら

島原具雑煮



　
現
行
の
島
原
市
水
道
事
業
（
旧
島
原

市
地
域
）
の
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、

平
成
９
年
10
月
の
改
定
以
来
、
13
年
間

据
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
生

活
用
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
水

道
施
設
の
維
持
管
理
と
と
も
に
老
朽
管

の
敷
設
替
え
な
ど
施
設
の
改
良
・
拡
充

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
近
年
、
給
水
人
口
お
よ
び
給
水
量
が

減
少
し
て
い
る
た
め
に
収
益
が
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
、
現
行
の
料
金
に
よ
る

健
全
な
経
営
が
困
難
な
状
況
で
す
。
老

朽
管
の
敷
設
替
え
や
老
朽
化
し
た
水
道

施
設
の
再
構
築
な
ど
、
今
後
も
安
定
的

に
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
に
多
く
の

資
金
が
必
要
な
た
め
、
次
の
と
お
り
水

道
料
金
を
改
定
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
水
道
料
金
改
定
に
伴

う
住
民
説
明
会
を
開
催
予
定
で
す
。
日

程
や
場
所
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
今
後
一
層
経
営
改
善
に
努
め
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎問い合わせ先
　水道局業務班
　☎68－1111　内線591
※水道料金改定の詳細な内容
　は、市水道局のホームペー
　ジにも掲載していますので
　参照してください
　市水道局ホームページ
　http://www.city.shimabara.lg.jp/
　section/suido/index.html

１．料金改定率は、平均７．７％増です

２．新料金は、平成２２年１０月請求分から適用します
　　（新規開栓の場合は、９月１日以降の申し込みから適用します）

３．水道料金新旧対照表

４．料金計算方法と計算例（家事用）
　　・料金計算方法

　　・料金計算例（1カ月に20㎥使用した場合）

水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す

水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す

水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す
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水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す

水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す

旧
島
原
市
地
域
の
水
道
料
金
を

　

　
月
請
求
分
か
ら
改
定
し
ま
す

10

毎年6月の第1週は 「水道週間」です

　全国一斉に実施される水道週間に合わせて、市では、水道について皆さんに今まで以上に理解を深めて
もらうために次の事業を実施します。気軽に参加してください。

と　き　6月 5日（土）
内　容　民生児童委員と水道局職員・給水工事指定店
　　　　組合などの点検スタッフが独居老人宅の水道
　　　　器具や漏水などの点検を行い、蛇口などが悪
　　　　くなっている場合は無料取り替えを行います

と　き　6月 5日（土）　11時から13時まで
ところ　エレナ駐車場（北門町）
　　　　まるたか駐車場（有明町湯江）
内　容　水道相談所、利き水コンテスト、金魚す
　　　　くいコーナー、チラシ配布など

◆独居老人宅水道施設無料点検◆◆「水道週間」 街頭キャンペーン◆

改 定 の 内 容

船舶給水栓

4㎥を超え8㎥まで

（8㎥を超えた水量×超過料金1㎥あたり金額）

1㎥あたり

（12㎥×99．75円）

4㎥まで

4㎥を超え8㎥まで

4㎥まで

基  本  水  量

基　  本　  料　  金

10㎥まで

家事用

業務用

家事用

現行料金

472円

672円

882円

409．5円

535．5円

新 料 金

567円

798円

1029円

483円

630円

現行料金

超過料金1㎥あたり金額

－

99．75円

110．25円

－

99．75円

105円

110．25円

－

105円

新 料 金

－

110．25円

用途別

料 金

専 

用 

栓

共
用
栓

基本料金

合 計 （税込）

超 過 料 金

（8㎥まで）

基 本 料 金

1，869円

1，197円

672円

超 過 料 金
水道料金

現 

行 

料 

金
（12㎥×105円）

合 計 （税込）

超 過 料 金

（8㎥まで）

基 本 料 金

2，058円

1，260円

798円新
　
料
　
金

「水道に寄せる信頼  飲む安心」

（税込・月額）



　
市
で
は
、
行
政
の
仕
事
や
産
業
、

福
祉
、
健
康
、
教
育
な
ど
、
皆
さ

ん
が
知
り
た
い
こ
と
や
聞
き
た
い

こ
と
に
つ
い
て
、
市
職
員
な
ど
が

出
向
い
て
話
を
す
る
「
出
前
講
座
」

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
や
、
市

内
に
勤
務
し
て
い
る
人
で
５
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
や
団
体
で
あ
れ
ば

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
い
講
座
内
容
に
つ
い
て
は

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
や
各
地
区
公

民
館
な
ど
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置

い
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
注
文

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
各

地
区
公
民
館
に
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
希
望
す
る
講
座
な
ど
の
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
講
座
予
定

日
の
20
日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

出
前
講
座
の
決
定

　
希
望
す
る
講
座
に
つ
い
て
、
担

当
部
署
と
日
時
や
内
容
の
調
整
を

行
い
、
代
表
者
へ
連
絡
し
ま
す
。

開
催
場
所
と
時
間

・
各
地
区
公
民
館
や
学
校
、
自
宅

　
な
ど
市
内
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も

　
構
い
ま
せ
ん
が
、
会
場
の
確
保

　
や
準
備
は
申
込
者
が
行
っ
て
く

　
だ
さ
い

・
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
（
祝

　
日
を
除
く
）
の
９
時
か
ら
21
時

　
ま
で
の
間
で
設
定
し
て
く
だ
さ

　
い

・
講
座
の
時
間
は
１
時
間
30
分
程

　
度
で
す

※
講
座
で
の
質
疑
や
意
見
交
換
を

　
行
う
こ
と
は
構
い
ま
せ
ん
が
、

　
陳
情
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

　
た
、
政
治
や
宗
教
、
営
利
活
動

　
を
目
的
と
し
た
講
座
は
開
け
ま

　
せ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
（
☎
　
５

４
７
３
）
ま
た
は
各
地
区
公
民
館
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分野 講　　座　　名 分野 講　　座　　名 分野 講　　座　　名

市議会について 男女共同参画社会

情報化社会

悪徳商法にご用心

市民窓口について

国民年金について

環境を守るために

ＥＭ菌の取り組み状況

ごみ減量とリサイクル

後期高齢者医療制度

国民健康保険について

介護保険の上手な使い方

公共下水道について

市内の水道の仕組み

乳幼児期の健康

島原の住まいづくり

島原市の都市計画

障害者の福祉

高齢者福祉

福祉の現状

バリアフリーへの取り組み

保育サービスについて

総合的な学習

子ども会活動の活性化

ＰＴＡ活動の活性化

島原の歴史

島原大変（寛政4年）

人権学習のすすめ

読書のすすめ

ジオパークの楽しみ方（座学）

ジオパークの楽しみ方（実習）

地形や地層を観察しよう

メタボリックシンドロームの予防、感染症予防

介護予防について

市食育推進計画について

選挙について

これからのまちづくり

広報紙の作り方

島原市の例規

島原市の台所事情

統計で見る島原市のすがた

市民税・国民健康保険税

固定資産税

会計事務の仕組み

市内の農業のあらまし

市内の水産業のあらあまし

島原市商工業の振興

島原市の観光

安全を守る防災体制

交通事故を防ぐために

振り込め詐欺対策

市
　
　
　
　
　
　
政

産
　
　
　
業

防
　  

災

暮
　
ら
　
し
　
と
　
生
　
活

健
康
づ
く
り

福
　
　
　  

祉

教
　
　
　
　  

育

ジ
オ
パ
ー
ク

ま
　
ち

づ
く
り

出 前 講 座 のメニュー

気
軽
に
注
文
！

気
軽
に
注
文
！

気
軽
に
注
文
！



　
４
月
10
日
か
ら
15
日
ま
で
の
６
日

間
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
あ
る
ラ
ン
カ
ウ

イ
島
に
お
い
て
、
第
４
回
ジ
オ
パ
ー

ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
「
ジ
オ
パ

ー
ク
フ
ェ
ア
」
や
基
調
講
演
、
分
科

会
、
そ
し
て
、
ラ
ン
カ
ウ
イ
ジ
オ
パ

ー
ク
の
現
地
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
会
議
に
は
、
世
界
各
国

か
ら
５
０
０
人
を
超
え
る
人
た
ち
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
日
本
か
ら
は
、
島
原
半
島
ジ
オ
パ

ー
ク
を
含
む
３
つ
の
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
と
今
後
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定

を
目
指
す
５
つ
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

（
ア
ポ
イ
岳
、
山
陰
海
岸
、
室
戸
、

阿
蘇
、
天
草
御
所
浦
）
の
関
係
者
が

出
席
し
、
各
地
域
の
見
ど
こ
ろ
や
取

り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
国
際
会
議
で
は
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
か
ら

新
た
に
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
加
盟
し
た
12
地
域
に
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
が
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
後
に
認
定
さ

れ
た
２
つ
の
地
域
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
結
果
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の

数
は
21
カ
国
66
箇
所
と
な
り
ま
し
た

（
平
成
22
年
４
月
現
在
）
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議

は
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ
、
貴
重
な

地
形
や
地
質
を
活
用
し
た
教
育
・
観

光
振
興
に
つ
い
て
、
世
界
各
国
の
ジ

オ
パ
ー
ク
で
の
取
り
組
み
事
例
の
共

有
や
ジ
オ
パ
ー
ク
の
理
念
な
ど
が
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
回
、
平
成
24
年
の
開
催
地
が
「
島

原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
決
定
し
ま

し
た
。
２
年
後
に
は
、
た
く
さ
ん
の

お
客
様
が
世
界
各
国
か
ら
や
っ
て
き

ま
す
。

　
こ
の
国
際
会
議
が
盛
り
上
が
る
よ

う
島
原
半
島
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議

が
終
了
し
た
日
（
４
月
15
日
）
、
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
の
火
山
が
大
き
な
噴
火

を
起
こ
し
、
航
空
機
を
中
心
に
交
通

機
関
に
世
界
的
な
乱
れ
が
生
じ
ま
し

た
。
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会

議
の
出
席
者
に
も
そ
の
影
響
は
お
よ

び
、
ラ
ン
カ
ウ
イ
島
周
辺
に
て
数
日

間
足
止
め
さ
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
事
業
を
推
進
し
て
い
る
人

物
の
一
人
、
パ
ト
リ
ッ
ク
・
マ
ッ
キ

ー
バ
ー
氏
も
こ
の
噴
火
に
よ
っ
て
現

地
滞
在
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
今
回
の

火
山
噴
火
に
よ
る
世
界
的
な
影
響
と

ジ
オ
パ
ー
ク
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

マ
ッ
キ
ー
バ
ー
氏
は
「
ジ
オ
パ
ー
ク

は
、
自
然
保
護
と
そ
の
利
用
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
ジ
オ
ハ
ザ
ー
ド
、
つ

ま
り
『
ウ
ン
ゼ
ン
の
様
に
』
自
然
災

害
に
関
す
る
情
報
・
教
育
の
拠
点
と

し
て
世
の
中
に
示
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
火
山
都
市
国
際
会
議
島
原
大
会
の

成
果
を
ふ
ま
え
た
島
原
半
島
ジ
オ
パ

ー
ク
の
活
動
と
そ
の
理
念
、
そ
し
て

そ
の
重
要
性
は
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
人
物
に
も
し
っ

か
り
と
届
い
て
い
ま
す
。

　
次
回
か
ら
は
新
シ
リ
ー
ズ
「
市
民

誰
も
が
ジ
オ
ガ
イ
ド
」
を
掲
載
し
、

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ジ
オ
サ
イ

ト
の
情
報
を
、
毎
月
お
届
け
い
た
し

ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

島原半島ジオパークの
  新しいキャラクターに
    愛称をつけてください！

世界に羽ばたく島原半島ジオパーク ⑦世界に羽ばたく島原半島ジオパーク ⑦世界に羽ばたく島原半島ジオパーク ⑦世界に羽ばたく島原半島ジオパーク ⑦
島原半島ジオパーク推進連絡協議会 （☎65－5540）

～第4回ジオパーク国際ユネスコ会議の模様～

　　　　　　　　　　４月に決定した「島原　

　　　　　　　　　半島ジオパークオリジナ　

　　　　　　　　　ルキャラクター」にふさ　

　　　　　　　　　わしい、親しみやすい愛　

　　　　　　　　　称を募集しています。

◆応募期限

　６月15日〔火〕まで（当日消印有効）

◆応募方法

　事務局に備え付けの応募用紙（ホームページ

　からダウンロード可）に必要事項を記入し、

　郵送、ＦＡＸ、電子メールまたは持参してく

　ださい

　※詳しくは、下記まで問い合わせてください

　【応募・問い合わせ先】

　島原半島ジオパーク推進連絡協議会事務局

　〒855－0879　島原市平成町1－1
　☎65－5540　FAX65－5542
　電子メール　geopark@city.shimabara.lg.jp

　ホームページアドレス　http://www.unzen-

　geopark.jp/Jp/index_j/index_j.html

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

加
盟
記
念
品
の
贈
呈

次
の
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ

会
議
は
島
原
半
島
で
開
催
！

こ
ぼ
れ
ば
な
し

島原半島ジオパークの
  新しいキャラクターに
    愛称をつけてください！

世界ジオパーク新規加盟地域の代表者の皆さん

平成22. 6.  　8



●と　　き　 6月12日（土）、7月31日（土）、8月28日（土）、

　　　　　　 9月25日（土）、11月27日（土）、12月4日（土）

　　　　　　 9時から11時まで

●と こ ろ　 舞岳山荘体験農園

●対 象 者　 市内在住の小学生

●募集人数　 20人

●参 加 費　 無料

●申込期限　 6月10日（木）まで

●申し込み・問い合わせ先　 有明公民館

※現地集合となりますので、送迎は保護者で対応を
　お願いします

初心者のための教室です。生活に
密着したインターネットを体験し
てみませんか。

●と　き　6月16日（水）・

　　　　　23日（水）・30日（水）、

　　　　　7月7日（水）・

　　　　　14日（水）・21日（水）

　　　　　19時30分から

　　　　　21時まで

●ところ　杉谷公民館

●内　容　簡単な文字入力やイ

　　　　　ンターネットなど

●募集人数　15人

●受 講 料　無料

●講　師　島崎　亨　先生

　　　　　加藤　希代子　先生

●申し込み・問い合わせ先

　杉谷公民館

●と　き　6月13日（日）

　　　　　13時30分から15時30分まで

●ところ　森岳公民館

●プログラム

　第１部…講話　川口　哲　先生

　第２部…落語

　　　童流亭芝桜、童流亭湧水、

　　　童流亭放鯉、双六亭六多、

　　　紫紺亭志い朝

※「童流亭」は、島原の子どもたち

　の亭号です

●問い合わせ先　森岳公民館

パン作りのプロが“おいしいパン
の作り方”を教えます。
初心者大歓迎です。
●と　き　6月16日（水）・30日（水）、
　　　　　7月14日（水）
　　　　　9時30分から正午まで

●ところ　杉谷公民館

●募集人数　15人
　　　　　　（市内在住者に限る）

●受講料　材料費  500円程度

●講　師　本多　小百合　先生

●申し込み・問い合わせ先
　杉谷公民館

食材の切り方から後片づけまで、
親切、丁寧に教えます。
初心者大歓迎！
●と　き　7月1日（木）・16日（金）
　　　　　9時30分から
　　　　　13時まで

●ところ　霊丘公民館

●募集人数　18人

●受講料　1回 500円

●講　師　市食生活改善推進員

●申し込み・問い合わせ先
　霊丘公民館

骨が折れた傘、不要になった傘で
エコバックを作りませんか。

●と　き　6月9日（水）

　　　　　13時30分から

　　　　　15時30分まで

●ところ　三会公民館

●募集人数　15人

●材料費　100円

●講　師　村田　マサ子　先生

●申し込み・問い合わせ先

　三会公民館

大自然に触れながらの「野菜づくり」にチャレンジして
みませんか。収穫した野菜は、調理して味見します。
収穫の喜びを味わいましょう。

◆白山公民館（☎63－2221）

◆安中公民館（☎63－2253）

◆霊丘公民館（☎64－2023）

◆森岳公民館（☎63－2242）

◆杉谷公民館（☎63－2231）

◆三会公民館（☎62－4505）

◆有明公民館（☎68－1101）

公民館では各種講座を行っています

あなたも参加してみませんか

～といも・にんじん・じゃがいもを育てるぞ！！～

初めてのパソコン教室健康教育講座
「認知症を認知しよう！」 男性料理教室

おいしいパン作り講座 古傘でエコバック！

子どもわくわく体験教室シリーズ①

簡単・スピード・スタミナメニュー
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　５月17日、国見高校出身のプロサッカー選手・

大久保嘉人さんが横田市長を訪問しました。

　大久保選手は、６月11日から南アフリカで開催さ

れるサッカーワールドカップの日本代表メンバーと

して選出されたことや近況を報告。横田市長は「け

がに気をつけてください、活躍を期待します」と激

励しました。本大会では、大久保選手をはじめ、日

本代表の活躍が期待されます。

　４月17日、市営球場で電光スコアボードの設置を

記念して少年野球大会が開催されました。スコアボ

ードは、国の補助金を利用して設置し、これまでよ

り得点表示の操作性や視認性が向上しています。

　この大会では、市内の中学校のチームと県内外の

チーム、合わせて10チームが参加して、はつらつと

したプレーを見せ、新しいスコアボードの設置に華

を添えました。

　４月25日、水無川導流堤で、安中梅林1000本記

念植樹が行われました。植樹は、雲仙・普賢岳災害

で失われた梅林を復活させようと安中地区まちづく

り推進協議会とＮＰＯ法人島原普賢会の皆さんの協

力により、毎年、第五小学校の卒業記念として行わ

れてきました。今回、梅の木が島原農業高校から提

供され、植樹が合計1000本になることから記念植

樹が行われました。集まった地元の人たち約120人

は、来年の春を楽しみに植樹を行いました。
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まち
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まち
かど

大久保嘉人選手が来庁

ワールドカップでの活躍を期待

市営球場に電光スコアボードを設置

試合や練習に一役

安中梅林1000本記念植樹

梅林の復活を目指して



　４月26日、市役所１階市民窓口ロビー横に「消費

生活センター」を開所しました。

　これは、近年、巧妙化、多様化する消費生活のリ

スクから市民を保護するため、専門の相談員を配置

し、消費生活に関する窓口を強化したものです。相

談窓口として、気軽に利用してください。

　昭和43年から32年にわたり有明町議会議員として在

職し、平成８年から２年６カ月の間、副議長を務めまし

た。企業の用地問題や農業基盤の整備、海岸保全事業な

どに尽力し、地方自治の振興に多大な貢献をされました。

　昭和40年から33年余りにわたり、消防業務に精励し、

島原地域広域市町村圏組合消防本部次長兼島原消防署長

などの要職を歴任。広域消防本部の前身の市消防本部の

発足に携わるなど、今日の広域消防体制の確立に尽力さ

れました。

　昭和40年から35年余りにわたり、消防業務に精励し、

島原地域広域市町村圏組合消防本部消防長などの要職を

歴任。予防行政の基礎作りと広域消防体制の確立に尽力

されました。

　昭和35年から49年にわたり消防団活動に精励し、市

消防団本部総務部長、副団長、団長を歴任。各種災害の

対処や消防団の合併などに尽力し、消防団活動の推進に

多大な貢献をされました。
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消費生活センターを開所

安心安全な生活のために

叙勲受章おめでとうございます

旭日双光章

元町議会議員

（有明町大三東）

牧　　登 さん

「受章は周りの人たちが

応援して支えてくれた

おかげです」

瑞宝双光章
元島原地域広域市町村圏組合
消防監

（片町）

泉　武藏 さん

「受章は周りの協力がなけれ

ばできなかったこと。感謝の

気持ちで一杯です」

瑞宝双光章
元島原地域広域市町村圏組合
消防監

（浦田一丁目）

丸田　源二 さん

「消防の仕事はチームワーク。

受章は仲間の協力がなければ

できなかったことです」

「団員の協力があったから

こそできたこと。私一人

の受章ではありません」

瑞宝双光章

元市消防団長

（霊南一丁目）

本多　慶次 さん



個別健診
●場　所　市内の医療機関で行いますので、事前に各

　　　　　医療機関に予約し、受診してください。

●日　程　6月1日（火）から11月30日（火）まで

集団検診
●場所および日程

　対象者には受診に必要な受診券を送付しますので、

受診するときは受診券と保険証（国民健康保険または

後期高齢者医療）を持参してください。

 なお、受診料は無料ですので、必ず特定健康診査・

健康診査を受けましょう。

▼
と
　
き
　
６
月
６
日
（日）
　
10
時

　
か
ら
12
時
ま
で

※
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
は
12

　
時
30
分
か
ら

▼
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
　
容
　
歯
科
健
診
・
指
導
・

　
相
談
、
フ
ッ
素
塗
布
・
洗
口
、

　
歯
磨
き
教
室
、
体
験
型
コ
ー
ナ

　
ー
、
噛
み
ご
た
え
の
あ
る
料
理

　
の
紹
介
、
歯
に
よ
い
お
や
つ
の

　
展
示
・
実
演
、
妊
婦
教
室
、
嚥

　
下
食
の
展
示
・
試
食

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
島
原
南
高
歯

　
科
医
師
会
（
☎
　
３
５
０
７
）

　
近
年
、
が
ん
の
中
で
も
男
女
を

問
わ
ず
に
増
え
て
い
る
の
が
、
大

腸
が
ん
で
す
。
大
腸
が
ん
検
診
は

採
便
し
た
容
器
を
医
療
機
関
へ
提

出
す
る
だ
け
の
負
担
の
少
な
い
検

査
で
す
。
毎
年
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者
　
40
歳
以
上
の
市
内
在

　
住
の
人

▼
受
付
期
限
　
11
月
30
日
（火）
ま
で

▼
受
付
場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
、

　
有
明
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
費
　
用
　
６
０
０
円
（
70
歳
以

　
上
の
人
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

　
度
被
保
険
者
、
市
民
税
非
課
税

　
世
帯
は
無
料
）

　
平
成
17
年
５
月
以
降
、
日
本
脳

炎
予
防
接
種
の
積
極
的
勧
奨
は
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新

ワ
ク
チ
ン
「
乾
燥
細
胞
培
養
日
本

脳
炎
ワ
ク
チ
ン
」
の
安
全
性
が
確

立
さ
れ
た
た
め
、
平
成
22
年
度
は

３
歳
児
（
平
成
19
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
子
ど
も
）
を
対
象
に
積
極

的
勧
奨
通
知
を
再
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
生
後
６
カ
月
か
ら
７
歳

６
カ
月
未
満
の
人
で
、
接
種
希
望

者
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ポ
リ
オ
は
「
小
児
マ
ヒ
」
と
も

呼
ば
れ
、
主
に
四
肢
の
麻
痺
を
起

こ
す
恐
れ
の
あ
る
病
気
で
、
人
か

ら
人
へ
感
染
し
ま
す
。
感
染
を
防

ぐ
た
め
に
は
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
有
効
で
、
２
回
投
与
が
必

要
で
す
。
今
ま
で
に
１
回
投
与
を

受
け
た
人
は
、
２
回
目
の
投
与
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
、
初
め
て
対
象
と
な
る
人

に
は
、
通
知
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
生
後
３
カ
月
か
ら
７

　
歳
半
未
満
の
人
（
な
る
べ
く
１

　
歳
半
ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
）

▼
日
　
程

・
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
６
月
８
日

　
（火）
、
11
日
（金）
、
15
日
（火）

・
有
明
保
健
セ
ン
タ
ー
　
６
月
18

　
日
（金）

▼
受
付
時
間
　
13
時
10
分
か
ら
13

　
時
40
分
ま
で

▼
費
　
用
　
無
料

▼
持
参
す
る
も
の
　
母
子
健
康
手

　
帳
、
予
診
票

40歳以上の国保・後期高齢者の方へ
特定健康診査・健康診査を受けましょう！
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■有明保健センター（☎68－5335）保健センターだより保健センターだより

「
お
口
の
健
康
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す

ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）

の
予
防
接
種

大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

日
本
脳
炎
予
防
接
種

40歳以上の国保・後期高齢者の方へ
特定健康診査・健康診査を受けましょう！

月　  日

6 月 8 日

6 月 9 日

6月10日

6月11日

6月13日

6月15日

6月16日

6月17日

6月18日

6月20日

6月22日

6月23日

6月24日

6月25日

6月29日

6月30日

7 月 1 日

7 月 2 日

7 月 6 日

7 月 7 日

7 月 8 日

7 月 9 日

7月13日

7月14日

7月15日

7月16日

受 付 時 間

13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～14：00
18：30～19：30

18：30～19：30

13：00～14：00

13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～14：00

13：00～14：00
9：00～10：00

13：00～14：00
13：00～14：00

13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～14：00
18：30～19：30

18：30～19：30

9：00～10：00

会　　  場

有明保健センター

白 山 公 民 館

市 保 健 セ ン タ ー

医 師 会 館

霊 丘 公 民 館

森 岳 公 民 館

安 中 公 民 館

杉 谷 公 民 館

改善センター
市農村環境

有明保健センター



　
歯
・
口
腔
の
健
康
づ
く
り
を
通

し
、
県
民
の
健
康
増
進
を
目
的
と

し
て
、
「
長
崎
県
歯
・
口
腔
の
健

康
づ
く
り
推
進
条
例
」
が
６
月
４

日
（
虫
歯
予
防
デ
ー
）
に
施
行
さ

れ
ま
す
。
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ

と
は
、
食
べ
物
を
飲
み
込
み
や
す

く
す
る
だ
け
で
な
く
、
食
べ
物
が

お
い
し
く
な
っ
た
り
、
肥
満
予
防
、

脳
の
発
達
、
が
ん
予
防
が
期
待
で

き
ま
す
。

８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）

運
動

　
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
の

自
分
の
歯
を
保
と
う
と
い
う
８
０

２
０
運
動
が
始
ま
り
20
年
が
経
ち

ま
す
が
、
今
で
は
４
人
に
１
人
が

８
０
２
０
達
成
者
で
す
。
達
成
者

の
多
く
は
、
健
康
状
態
が
良
好
で

あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
、
健
康
で
長
生
き

と
い
う
目
標
を
お
口
の
健
康
を
通

し
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
習
慣
を

　
幼
児
期
か
ら
学
童
期
に
か
け
て

は
、
そ
し
ゃ
く
機
能
（
食
物
を
噛

み
砕
く
機
能
）
を
育
て
る
大
切
な

時
期
で
す
。
食
事
や
お
や
つ
に
噛

み
ご
た
え
の
あ
る
食
べ
物
を
取
り

入
れ
ま
し
ょ
う
。
硬
い
も
の
、
食

物
繊
維
が
多
い
も
の
な
ど
は
噛
み

ご
た
え
が
あ
り
、
自
然
と
噛
む
回

数
が
増
え
ま
す
。
ま
た
、
よ
く
噛

ん
で
食
べ
る
こ
と
は
大
人
に
な
っ

て
か
ら
も
大
切
で
す
。
一
口
30
回

噛
む
こ
と
を
目
標
に
、
ゆ
っ
く
り

噛
む
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

歯
磨
き
と
歯
科
検
診

　
虫
歯
や
歯
周
病
を
予
防
し
、
よ

く
噛
め
る
歯
を
保
つ
た
め
に
は
、

歯
磨
き
な
ど
の
セ
ル
フ
ケ
ア
に
加

え
、
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
な

ど
の
専
門
家
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
も

重
要
で
す
。
ど
ん
な
に
丁
寧
に
磨

い
て
い
て
も
、
残
っ
て
し
ま
う
汚

れ
が
あ
る
た
め
、
年
に
１
〜
２
回

は
歯
科
医
師
で
検
診
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

　
一
般
に
磨
き
残
し
が
多
い
の
は

次
の
箇
所
で
す
。

①
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目

②
奥
歯
の
後
ろ
側
・
奥
歯
の
噛
み

　
合
う
面

③
前
歯
の
裏
側

　
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
は
な
く
、
デ

ン
タ
ル
フ
ロ
ス
（
糸
よ
う
じ
）
、

歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
の
補
助
清
掃
用

具
の
活
用
と
、
フ
ッ
素
や
殺
菌
処

分
が
配
合
さ
れ
た
歯
磨
き
剤
な
ど

の
使
用
を
お
薦
め
し
ま
す

宮 田 小 児 科 医 院 上の原二丁目 62－5045

水 田 小 児 科 医 院 親 和 町 62－7177

歯間ブラシ

健康で長生きは
　　  お口の健康から

健
康ガ

イ
ド

今月のテーマ

土・日

月 便 秘

腸 イ レ ウ ス （ 腸 閉 塞 ） 

小 児 の 肺 炎 球 菌 ワ ク チ ン

角 膜 潰 瘍

乳 児（ 3 歳 未 満 ）の 口 腔 ケ ア

ワクチンによる子宮ガン予防

金

木

水

火
6
　
　 

月

健康テレホンサービス

ダイヤルしてみませんか
TEL 095－826－5511

休日の

■ 当番医　　　診療時間 午前9時～午後6時

■ 当番歯科医　診療時間 午前9時～正午

お医者さん
歯医者さん

電話番号日 医  療  機  関

お か も と 内 科 柏 野 町 65－0500

山口外科胃腸科医院 大手原町 62－3200

松 本 内 科 医 院 雲仙市国見町 65－3333

キ タ 忍 歯 科 医 院 湊 町 63－6711

池 田 病 院 湖 南 町 62－5161

西 村 ク リ ニ ッ ク 下川尻町 62－0888

前田内科胃腸科医院 雲仙市瑞穂町 77－3089

渡 部 歯 科 医 院 下川尻町 63－1750

八 尾 病 院 城内一丁目 62－5131

土井外科胃腸科医院 中 町 62－6305

よ こ た 医 院 雲仙市瑞穂町 77－2000

大 田 歯 科 医 院 大 下 町 62－7407

林 内 科 医 院 津 町 62－6657

酒井外科胃腸科医院 宮 の 町 62－6655

長 田 医 院 雲仙市瑞穂町 77－3622

松 藤 歯 科 北安徳町 62－7355

6
日

（日）

6月

※都合により変更することがあります
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こ
う
く
う

13
日

（日）

20
日

（日）

27
日

（日）

デンタルフロス（糸ようじ）
歯と歯の間のせまい部分のプラークをこ
するようにして、かき出します。糸だけ
の物や柄のついた物があります。

歯と歯のすき間に合ったサイズを差し込
んでプラークをからめ取ります。歯ぐき
のマッサージ効果もあります。



　
城
内
二
丁
目
に
、
島
原
藩
の
医
学
学
校
と

し
て
「
済
衆
館
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　
済
衆
館
は
、
文
政
四
年
（
１
８
２
１
年
）
、

藩
の
学
校
で
あ
っ
た
「
稽
古
館
」
か
ら
医
学

部
門
を
独
立
し
て
開
校
し
た
も
の
で
、
領
内

の
医
学
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
教
授
に
は
、
人
体
解
剖
を
行
っ
た
市
川
泰

朴
や
シ
ー
ボ
ル
ト
の
門
人
で
あ
る
賀
来
佐
之

な
ど
が
あ
た
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
を
取
り

入
れ
た
治
療
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

嘉
永
二
年
（
１
８
４
９
年
）
に
は
当
時
の
教

授
た
ち
に
よ
り
、
広
く
領
民
に
種
痘
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
時
代
で
は
先
駆
け
的
な
こ

と
で
し
た
。

　
島
原
藩
の
医
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
こ
の

学
校
も
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
廃
校
と
な
り
ま

し
た
が
、
も
と
も
と
は
「
常
盤
御
茶
屋
」
と

い
う
藩
主
の
別
邸
で
、
今
も
残
る
石
垣
と
庭

園
が
当
時
を
偲
ば
せ
て
い
ま
す
。

　
庭
園
か
ら
出
る
湧
き
水
を
利
用
し
た
き
れ

い
な
池
は
「
御
茶
屋
池
」
と
呼
ば
れ
、
今
で

も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
池
か
ら
水
が
流
れ
落
ち
る
所
に
正
方

形
の
石
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
石
が
「
量
石
」

で
す
。
量
石
は
、
真
ん
中
が
く
り
抜
か
れ
、

南
北
に
伸
び
る
水
路
の
水
量
を
調
節
す
る
た

め
の
切
り
込
み
が
入
っ
て
い
ま
す
。
今
で
も

付
近
の
田
で
利
用
さ
れ
、
平
成
11
年
に
市
の

有
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定
を
受
け
ま
し

た
。

　
４
月
29
日
「
高
野
地
区
ホ
タ
ル
の

里
づ
く
り
保
存
会
」
の
皆
さ
ん
が
「
み

ど
り
の
日
」
自
然
環
境
功
労
者
環
境

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
高
野
地
区
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り

保
存
会
」
は
、
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
っ

て
い
た
、
昔
の
き
れ
い
な
湯
江
川
の

復
活
を
目
指
し
、
平
成
元
年
に
20
人

の
メ
ン
バ
ー
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
は
、
川
周
辺
の
清
掃
活

動
と
看
板
設
置
な
ど
に
よ
る
環
境
美

化
に
対
す
る
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
最
初
は
大
人
だ
け
の
活

動
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
平
成
２
年

か
ら
は
高
野
小
学
校
ホ
タ
ル
ク
ラ
ブ

も
一
緒
に
活
動
を
行
い
、
平
成
19
年

か
ら
は
第
四
小
学
校
と
合
同
で
、
勉

強
会
や
種
ボ
タ
ル
の
採
取
を
行
っ
て

お
り
、
環
境
学
習
に
も
役
立
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
保
存
会
を
始
め
と
し
た
地
域
の
皆

さ
ん
の
努
力
で
、
年
々
ホ
タ
ル
の
数

は
増
加
し
て
お
り
、
毎
年
５
月
の
ホ

タ
ル
ま
つ
り
で
は
、
幻
想
的
な
光
景

が
多
く
の
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
代
表
の
黒
田
孝
博
さ
ん
は
「
最
初

は
汚
れ
て
い
た
川
も
、
今
で
は
ホ
タ

ル
が
た
く
さ
ん
生
息
で
き
る
ぐ
ら
い

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
人

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
し
、
何
よ
り
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
の
が

嬉
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
多
く
の
人

が
環
境
美
化
へ
関
心
を
持
ち
、
島
原

が
き
れ
い
な
街
に
な
れ
ば
い
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
生
活
排
水
が
周
辺
環
境
へ
影
響
を

与
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
み
な
さ

ん
も
、
き
れ
い
な
街
づ
く
り
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

高野地区ホタルの里づくり保存会

ふ
る
さ
と
再
発
見

― 

済 

衆 

館 

跡 

と 

量 

石 

―
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さ
い

か
ん

あ
と

は
か
り

い
し

し
ゅ
う

た
い

ぼ
く

す
け
ゆ
き



▼
と
　
き
　
７
月
５
日
（月）
・
７
日

　
（水）
・
９
日
（金）
・
12
日
（月）
・
14
日

　
（水）
・
16
日
（金）
　
19
時
か
ら
21
時

　
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
市
体
育
館

▼
対
象
者
　
市
内
在
住
者

・
Ａ
グ
ル
ー
プ
…
初
心
者

・
Ｂ
グ
ル
ー
プ
…
１
〜
２
年
経
験

　
が
あ
る
人

※
小
・
中
学
生
は
、
保
護
者
の
承

　
諾
、
送
迎
が
必
要

▼
募
集
人
数
　
Ａ
・
Ｂ
グ
ル
ー
プ

　
合
計
40
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
　
１
５
０
０
円
（
ス
ポ

　
ー
ツ
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
申
込
方
法
　
希
望
す
る
グ
ル
ー

　
プ
（
Ａ
ま
た
は
Ｂ
）
、
住
所
、

　
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

　
入
し
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限
　
６
月
30
日
（水）
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
グ
ル
ー

　
プ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
（
〒
８
５

　
９
―
１
４
９
２
　
島
原
市
有
明

　
町
大
三
東
戊
１
３
２
７
番
地
　

　
☎
内
線
６
６
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
５

　
４
８
０
）

　
島
原
の
歴
史
的
背
景
や
地
理
的

特
色
を
生
か
し
た
、
そ
の
地
域
に

ふ
さ
わ
し
い
建
築
物
・
工
作
物
・

広
告
物
な
ど
で
、
ま
ち
並
景
観
の

向
上
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
を
募

集
し
ま
す
。

▼
対
　
象
　
平
成
19
年
１
月
以
降

　
に
市
内
に
新
築
・
増
改
築
ま
た

　
は
保
全
工
事
を
行
っ
た
も
の
、

　
ま
た
は
適
切
に
維
持
管
理
や
保

　
存
さ
れ
て
い
る
も
の
（
植
栽
、

　
生
垣
、
石
垣
な
ど
を
含
む
）
で

　
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん

※
す
で
に
本
表
彰
を
受
け
て
い
る

　
も
の
は
除
く

▼
募
集
期
限
　
８
月
31
日
（火）
ま
で

▼
応
募
方
法
　
ま
ち
づ
く
り
管
理

　
グ
ル
ー
プ
ま
ち
づ
く
り
班
、
ま

　
た
は
各
地
区
公
民
館
な
ど
に
備

　
え
付
け
の
推
薦
用
紙
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
ま
ち

　
づ
く
り
管
理
グ
ル
ー
プ
ま
ち
づ

　
く
り
班
（
〒
８
５
５
―
８
５
５

　
５
　
島
原
市
上
の
町
５
３
７
番

　
地
　
☎
内
線
２
２
５
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
９
１
０
１
）

　
町
名
町
界
の
整
理
に
関
し
、
必

要
な
事
項
を
調
査
・
審
議
す
る
「
島

原
市
町
名
町
界
審
議
会
委
員
」
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数
　
若
干
名
（
応
募
多

　
数
の
場
合
は
選
考
）

▼
応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
20
歳

　
以
上
の
人

▼
任
　
期
　
平
成
22
年
７
月
25
日

　
か
ら
平
成
24
年
７
月
24
日
ま
で

▼
募
集
期
限
　
６
月
21
日
（月）
ま
で

▼
応
募
方
法
　
契
約
管
財
グ
ル
ー

　
プ
管
財
班
ま
た
は
有
明
支
所
に

　
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

　
と
も
で
き
ま
す

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
契
約

　
管
財
グ
ル
ー
プ
管
財
班
（
☎
内

　
線
２
６
１
）

　
事
故
や
病
気
な
ど
で
耳
の
聞
こ

え
が
悪
く
な
っ
た
人
の
た
め
に
、

公
的
機
関
、
講
演
会
、
病
院
な
ど

で
話
の
内
容
を
文
字
に
し
て
伝
え

る
要
約
筆
記
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

▼
対
象
者
　
市
内
在
住
で
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人

▼
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
テ
キ

　
ス
ト
代
１
０
５
０
円
が
必
要
）

▼
と
　
き

・
基
礎
課
程
…
６
月
19
日
か
ら
９

　
月
25
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
　

　
13
時
か
ら
15
時
30
分
ま
で
（
計

　
13
回
）

・
応
用
課
程
…
10
月
２
日
か
ら
12

　
月
４
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
　

　
13
時
か
ら
15
時
ま
で
（
計
10
回
）

▼
と
こ
ろ
　
島
原
市
福
祉
セ
ン
タ

　
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

　
　
３
８
５
５
）

▼
受
験
資
格
　
平
成
元
年
４
月
２

　
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま

情

報

の

ら

し

く

■市 役 所
　　（代表）☎63－1111
■有明庁舎
　　（代表）☎68－1111
　　　　産 業 振 興 部
　　　　有 明 支 所
　　　　教 育 委 員 会
　　　　農 業 委 員 会
　　　　水 道 局
　　　　文化・スポーツ振興グループ

■ホームページ
http//www.city.shimabara.lg.jp/

■電 子 メ ー ル
info@city.shimabara.lg.jp

募
　
　
　
集

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

参
加
者
募
集

島
原
市
町
名
町
界
審
議
会

委
員
の
募
集

島
原
市
ま
ち
並
景
観
賞

の
募
集

税
務
職
員（
国
家
公
務
員
Ⅲ
種
）

の
募
集

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
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で
に
生
ま
れ
た
人

▼
試
験
の
程
度
　
高
校
卒
業
程
度

▼
一
次
試
験
　
９
月
５
日
（日）

▼
受
付
期
間
　
６
月
22
日
（火）
か
ら

　
６
月
29
日
（火）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
島
原
税
務
署

　
（
☎
　
３
２
８
１
）

▼
受
験
資
格
　
昭
和
45
年
４
月
２

　
日
か
ら
昭
和
56
年
４
月
１
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
人

▼
試
験
区
分
　
行
政
事
務
、
税
務
、

　
機
械
、
林
業
、
皇
宮
護
衛
官
、

　
刑
務
官
、
入
国
警
備
官

▼
試
験
の
程
度
　
高
校
卒
業
程
度

▼
一
次
試
験
　
９
月
５
日
（日）

▼
受
付
期
間
　
６
月
22
日
（火）
か
ら

　
６
月
29
日
（火）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
人
事
院
人
材

　
局
試
験
課
（
☎
０
３
ー
３
５
８

　
１
ー
５
３
１
１
）

▼
受
験
資
格
　
昭
和
45
年
４
月
２

　
日
以
降
に
生
ま
れ
、
薬
剤
師
免

　
許
を
有
す
る
人

▼
試
験
内
容
　
作
文
、
適
性
検
査
、

　
面
接

▼
試
験
日
　
６
月
26
日
（土）

▼
受
付
期
限
　
６
月
18
日
（金）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
長
崎
県
島
原

　
病
院
（
☎
　
１
１
４
５
）

▼
と
　
き
　
６
月
24
日
（木）
・
25
日

　
（金）

▼
と
こ
ろ
　
島
原
消
防
署

▼
受
講
料
　
３
６
０
０
円
（
テ
キ

　
ス
ト
代
）

▼
申
込
期
限
　
６
月
18
日
（金）
ま
で

▼
申
込
方
法
　
消
防
本
部
予
防
課

　
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
申
込
者
本
人
の

　
写
真
（
縦
３
・
５
　
×
横
２
・

　
５
　
）
２
枚
を
添
え
て
申
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
　
５
８

　
５
７
）

▼
と
　
き
　
６
月
20
日
（日）
　
９
時

　
か
ら
（
受
付
は
８
時
30
分
か
ら
）

▼
と
こ
ろ
　
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
海
事
代
理
士
平
山
吉
朗
事
務
所

　
（
☎
０
９
６
４
　
４
０
３
４
）

　
体
力
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

体
力
年
齢
を
測
定
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
６
月
30
日
（水）
　
19
時

　
か
ら

▼
と
こ
ろ
　
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ

▼
対
象
者
　
20
歳
か
ら
79
歳
ま
で

　
の
人

▼
テ
ス
ト
項
目

・
20
〜
64
歳
の
人
…
握
力
、
上
体

　
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、
反
復

　
横
跳
び
、
立
ち
幅
跳
び
、
20
ｍ

　
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
（
往
復
持
久
走
）

・
65
〜
79
歳
の
人
…
握
力
、
上
体

　
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、
開
眼

　
片
足
立
ち
、
10
ｍ
障
害
物
歩
行
、

　
６
分
間
歩
行

▼
準
備
品
　
運
動
が
で
き
る
服
装
、

　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

▼
申
込
期
限
　
６
月
18
日
（金）
ま
で

▼
申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
生

　
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
を

　
記
入
し
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
グ
ル
ー

　
プ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
（
〒
８
５

　
９
―
１
４
９
２
　
島
原
市
有
明

　
町
大
三
東
戊
１
３
２
７
　
☎
内

　
線
６
６
２
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
５
４
８

　
０
）

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
「
児
童
手

当
」
に
代
わ
り
「
子
ど
も
手
当
」

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
、
平
成
22
年
３
月
31
日
時
点
で

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
現
況
届
は
、
受
給
者
の
所
得
状

況
や
監
護
状
況
な
ど
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
、
届
け
出
を
し
な

い
と
、
６
月
以
降
の
手
当
受
給
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
次
の
日
程
で
、
現
況
届
を
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
印
鑑
、
保
険
証

な
ど
を
持
参
し
、
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
指
定
日
に
行
け
な
い
人

は
、
６
月
14
日
（月）
か
ら
６
月
25
日

（金）
ま
で
の
業
務
時
間
中
（
土
曜
・

日
曜
は
８
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
）

に
こ
ど
も
支
援
グ
ル
ー
プ
こ
ど
も

福
祉
班
ま
た
は
有
明
支
所
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
こ
ど
も
支
援
グ
ル

ー
プ
こ
ど
も
福
祉
班
（
☎
内
線
２

７
６
）
へ
。

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
分
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
お
よ
び
介

護
納
付
金
分
で
構
成
さ
れ
て
お
り

被
保
険
者
間
の
負
担
の
公
正
を
図

地 区受 付 時 間日　　　程

9：00～12：00
13：00～16：00
9：00～12：00

13：00～16：00
9：00～12：00

13：00～16：00
8：30～17：15
8：30～17：156月21日（月）～25日（金）

6月14日（月）～18日（金）

6月18日（金）

6月17日（木）

6月16日（水）
三 会

場　　所

市農村環境改善センター

森 岳 公 民 館

杉 谷 公 民 館

霊 丘 公 民 館

白 山 公 民 館

安 中 公 民 館

有 明 支 所

有 明 支 所

森 岳

杉 谷

霊 丘

白 山

安 中

湯 江

大三東

平成22. 6.  　16

体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す

子
ど
も
手
当
現
況
届
の
提
出

国
民
健
康
保
険
税
の

限
度
額
改
正

国
家
公
務
員
中
途
採
用
者

の
募
集

島
原
病
院
職
員
（
薬
剤
師
）

の
募
集

小
型
船
舶
操
縦
士
更
新
・

失
効
講
習
会

甲
種
防
火
管
理
者
講
習
会

お 

知 

ら 

せ



る
よ
う
税
率
と
課
税
限
度
額
を
決

定
し
て
い
ま
す
が
、
中
間
所
得
者

へ
の
配
慮
を
行
う
た
め
地
方
税
法

が
改
正
さ
れ
、
次
の
と
お
り
平
成

22
年
度
分
か
ら
課
税
限
度
額
が
変

更
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
税
務
グ
ル
ー
プ
市

民
税
班
（
☎
内
線
１
７
６
）
へ
。

　
解
雇
や
倒
産
な
ど
で
職
を
失
っ

た
人
が
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
国
民
健
康
保
険
税

を
軽
減
す
る
制
度
が
新
た
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

▼
対
象
者
　
雇
用
保
険
の
特
定
受

　
給
者
（
倒
産
・
解
雇
）
ま
た
は

　
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め
）

　
で
、
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降

　
に
離
職
し
た
人

▼
算
定
方
法
　
前
年
中
の
所
得
を

　
１
０
０
分
の
30
と
し
て
計
算

※
高
額
療
養
費
の
所
得
区
分
判
定

　
も
前
年
中
の
給
与
所
得
を
１
０

　
０
分
の
30
と
し
て
計
算

▼
軽
減
期
間
　
離
職
の
翌
日
か
ら

　
翌
年
度
末
ま
で
（
最
長
２
年
間
）

※
平
成
21
年
３
月
31
日
か
ら
平
成

　
22
年
３
月
30
日
ま
で
の
間
に
離

　
職
し
た
人
は
平
成
22
年
度
の
み

　
が
対
象

▼
申
請
方
法
　
雇
用
保
険
受
給
資

　
格
者
証
、
印
鑑
を
持
参
し
、
申

　
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
保
険
・
健
康

　
増
進
グ
ル
ー
プ
保
険
班
（
☎
内

　
線
２
３
１
）
ま
た
は
税
務
グ
ル

　
ー
プ
市
民
税
班
（
☎
内
線
１
７

　
６
）

　
農
業
者
年
金
現
況
届
は
、
農
業

者
年
金
を
引
き
続
き
受
給
す
る
資

格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

書
類
で
す
。
農
業
者
年
金
基
金
か

ら
送
付
さ
れ
た
現
況
届
け
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
届
け
出
が
な
い
場
合
、
提

出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
年
金
の
支

払
い
が
差
し
止
め
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
受
付
期
限
　
６
月
30
日
（水）
ま
で

▼
受
付
場
所
　
農
業
委
員
会
ま
た

　
は
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
農
業
委
員
会

（
☎
内
線
５
３
２
）

　
５
年
に
一
度
行
わ
れ
る
国
勢
調

査
が
10
月
１
日
に
全
国
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。
２
３
５
人
の
調
査

員
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
業
務
内
容
　
調
査
票
の
配
布
、

　
回
収
、
点
検
、
提
出

▼
調
査
従
事
期
間
　
９
月
１
日
か

　
ら
10
月
31
日
ま
で

▼
報
　
酬
　
１
調
査
区
…
約
３
万

　
９
０
０
０
円
、
２
調
査
区
…
約

　
７
万
４
０
０
０
円

▼
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
の
人
で

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

・
市
内
在
住
の
人

・
調
査
活
動
が
で
き
る
健
康
な
人

・
秘
密
の
保
持
が
で
き
る
人

・
税
務
、
警
察
、
選
挙
に
直
接
関

　
係
し
な
い
人

▼
募
集
期
限
　
６
月
30
日
（水）
ま
で

▼
応
募
方
法
　
経
営
管
理
グ
ル
ー

　
プ
総
務
行
政
班
に
備
え
付
け
の

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
経
営

　
管
理
グ
ル
ー
プ
総
務
行
政
班
　

　
（
☎
内
線
１
５
３
）

　
雲
仙
普
賢
岳
災
害
か
ら
19
年
が

経
過
し
、
噴
火
災
害
を
知
ら
な
い

子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
未
来

を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
へ
噴

火
災
害
の
伝
承
を
目
的
と
し
て
、

「
第
４
回
い
の
り
の
灯
」
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
６
月
３
日
（木）
　
18
時

　
か
ら
20
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
雲
仙
岳
災
害
記
念
館

▼
内
　
容
　
高
校
生
楽
団
コ
ン
サ

　
ー
ト
、
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
式

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
雲
仙
岳
災
害

　
記
念
館
（
☎
　
５
５
５
５
）

　
検
察
審
査
会
は
、
国
民
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員

が
、
検
察
官
が
行
っ
た
不
起
訴
処

分
の
当
否
を
審
査
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
長
崎
検
察
審
査
会

事
務
局
（
☎
０
９
５
―
８
０
４
―

４
１
３
３
）
へ
。

▼
と
　
き
　
７
月
３
日
（土）
　
10
時

　
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
サ
ン
プ
ラ
ザ
万
町

※
営
業
に
関
す
る
あ
っ
せ
ん
な
ど

　
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
長
崎
県
建
築

　
士
会
島
原
支
部
（
☎
　
２
７
９

　
８
）

　
賃
金
、
労
働
時
間
、
解
雇
、
退

職
な
ど
労
働
問
題
全
般
に
つ
い
て

働
く
人
、
経
営
者
双
方
か
ら
の
相

17　  平成22. 6.

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

農
業
者
年
金
現
況
届
の
提
出

国
勢
調
査
の
調
査
員
募
集

検
察
審
査
会
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出

建
築
無
料
相
談
会
の
開
催

労
働
相
談
に
つ
い
て

い
の
り
の
灯
を
開
催
し
ま
す

と
も
し
び

医 療 分

支 援 金 分

介 護 分

合 計

国民健康保険税限度額

改 正 前

47万円

12万円

10万円

69万円

改 正 後

50万円

13万円

10万円

73万円

センサスくん



談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
　
き
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
９
時
か
ら
17
時
45
分
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
長
崎
労
働
相
談
情
報

　
セ
ン
タ
ー
（
長
崎
市
桜
町
９
番

　
６
号
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
長
崎
県
長
崎

　
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
（
☎

　
０
１
２
０
―
７
８
３
―
２
５
８
）

障
害
基
礎
年
金
受
給
者
の

所
得
状
況
届

　
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
者
の
う

ち
、
20
歳
前
で
の
障
が
い
が
原
因

で
受
給
し
て
い
る
人
は
、
６
月
下

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ

れ
る
所
得
状
況
届
を
７
月
末
ま
で

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

届
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
支
給
が

停
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
先
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
国
民
年
金
班
ま
た
は
有
明
支
所

年
金
出
張
相
談
所

▼
と
　
き
　
６
月
23
日
（水）
、
７
月

　
21
日
（水）

▼
と
こ
ろ
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
ロ
ビ
ー

▼
募
集
人
数
　
20
人

▼
申
込
方
法
　
相
談
開
設
日
10
日

　
前
ま
で
に
年
金
相
談
受
付
票
に

　
よ
る
予
約
（
電
話
予
約
可
）
を

　
し
て
く
だ
さ
い

ね
ん
き
ん
定
期
便
等
相
談
所

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
出
張

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
毎
週
木
曜
日
　
９
時

　
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
ロ
ビ
ー

▼
申
込
方
法
　
当
日
先
着
順
に
受

　
け
付
け
ま
す
の
で
「
ね
ん
き
ん

　
定
期
便
・
特
別
便
」
に
同
封
さ

　
れ
て
い
る
書
類
、
印
鑑
、
年
金

　
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
な
ど
参

　
考
書
類
を
持
参
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
国
民
年
金

班
（
☎
内
線
２
３
２
）
ま
た
は
有

明
支
所
（
☎
内
線
５
０
４
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

　
一
輪
車
、
ア
ル
ミ
製
竹
馬
、
一

中
女
子
制
服
（
夏
・
冬
用
）
、
一

中
手
提
げ
か
ば
ん
（
女
子
用
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

　
新
生
児
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、

百
科
事
典
（
全
集
）
、
島
原
高
校

補
助
バ
ッ
グ

　
詳
し
く
は
、
市
民
生
活
グ
ル
ー

プ
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
内
線

１
８
４
）
へ
。

　
市
で
は
、
40
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
し
た
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
（
結
核
・
肺
が
ん
）
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
地
区
別
に
、
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
都
合
の
よ
い
日
時
・
場
所
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
職
場
や
学
校
、
施
設
な
ど
で
検
診
の
あ
る
人
を
除
き
ま
す
。

※
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
人
は
控
え
て
く
だ
さ
い

城之尾公民館

6月8日（火）

6月9日（水）

6月10日（木）

6月11日（金）

6月15日（火）

6月16日（水）

6月17日（木）

6月18日（金）

6月22日（火）

6月23日（水）

6月24日（木）

6月25日（金）

有明保健センター

浜東公民館

有明保健センター

有明保健センター

有明農村環境改善センター

有明保健センター

第二中学校体育館前

白山公民館

下川尻町公民館

白山公民館

ありあけ荘

市保健センター

市保健センター

第二小学校体育館横

市保健センター

白土湖周辺 緑道公園

市保健センター

医師会館

島原工業高校

医師会館

9：30～10：30

12：00～14：00

9：30～10：30

12：00～14：00

9：30～10：30

12：00～14：00

18：30～19：30

9：30～10：30

12：00～14：00

18：30～20：00

9：30～10：30

12：00～14：00

9：30～10：30

12：00～14：00

18：30～20：00

9：30～10：30

12：00～14：00

9：30～10：30

12：00～14：00

9：30～10：30

12：00～14：00

9：30～10：30

12：00～14：00

9：30～10：30

12：00～14：00

9：30～10：30

12：00～14：00

18：30～19：30

18：30～19：30

9：30～10：30

12：00～14：00

9：30～10：30

12：00～14：00

9：30～10：30

12：00～14：00

18：30～20：00

9：30～10：30

12：00～14：00

18：30～20：00

9：30～10：30

12：00～14：00

9：30～10：30

12：00～14：00

9：30～10：30

12：00～14：00

9：30～10：30

12：00～14：00

9：30～10：30

12：00～14：00

9：30～10：30

12：00～14：00

9：30～10：30

12：00～14：00

18：30～19：30

18：30～20：00

18：30～20：00

17：30～18：30

18：30～20：00

会　　　場日　  程 受付時間

6月30日（水）

7月1日（木）

7月2日（金）

7月6日（火）

7月7日（水）

7月8日（木）

7月9日（金）

7月13日（火）

7月14日（水）

7月15日（木）

7月16日（金）

霊丘公民館

森岳公民館

森岳公民館

城内三丁目　作元組駐車場

安中公民館

新天公民館

北安徳町　古川商店駐車場

安中公民館

秩父が浦公民館

洗切町　小松広場

長貫公民館

小原下公民館

東小路公民館

有明保健センター

有明保健センター

市農村環境改善センター

市農村環境改善センター

島原農業高校正門付近

杉谷公民館

杉谷公民館

みつい北門店第2駐車場

会　　　場日　  程 受付時間

9：30～10：30

12：00～14：00
6月29日（火） 霊丘公民館
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納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
な
ど
の
自
動
振
込
み
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
申
し
込
み
は
、
各
金
融
機
関
、
郵
便
局
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）
、
島

原
雲
仙
農
協
、
島
原
漁
協
、
有
明
漁
協
な
ど
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
グ
ル
ー
プ
市
民
税
班
（
☎
内
線
１
７
２
）

26日（土）　11：00～

12日（土）　15：00～

26日（土）　14：30～

26日（土）　14：00～

23日（水）　11：00～

13日（日）　14：00～

5日（土）・12日（土）・19日（土）　11：00～

有明図書館

■おはなしひろば

■ちいさなおはなし会

■おはなしのじかん

■郷土史を学ぼう会

　「神代鍋島領の治政」・「深溝世紀」

■おはなしのじかん０・１・２

■名作を見る会「999ひきのきょうだい　他」

　6月17日（木）
◆弁護士法律相談（弁護士）【予要約】

◆不動産に関する相談（宅建協会）

市 民 相 談 センター のご 案 内市 民 相 談 センター のご 案 内市 民 相 談 センター のご 案 内市 民 相 談 センター のご 案 内
６月の市民相談は、次の日程で市民グループ市民相談センター

（☎内線184）で行います。なお、行政相談のみ有明福祉センタ

ーでも受け付けます。（かっこ内は担当相談員）

◆行 政 相 談（行政相談委員）
　〈市民相談センター〉
　6月 8日（火）・15日（火） 13：00～16：00
　〈有明福祉センター〉
　6月 2日（水）・16日（水） 13：00～16：00

　6月21日（月）

13：00～16：00

13：00～16：00

◆交通事故巡回相談（県交通事故相談所）
　6月24日（木） 10：00～16：00
◆一 般 相 談（市相談員）
　土曜日・日曜日・祝日を除く毎日 18：30～17：15

◆相続・遺言・任意後見・各種契約など公証人法律相談
　（島原公証役場　公証人）
　6月23日（水） 13：00～16：00

図書館通信
島原図書館（☎64－4115） 有明図書館（☎68－5808） 　本の返却が１カ月

以上遅れた人には新
たな貸し出しはしま
せんので、早めの返
却をお願いします。

新刊図書紹介 6月の 催し

島原図書館

■おはなしのじかん

開館時間…9：00～18：00

6月の休館日…毎週火曜日、30日（水）

「指定席」
赤川　次郎　著　　光文社

　「最後の動物園」「二級天使」「ローン天

国」…。ファンより募集したタイトルから、

想像もつかない物語が生まれる！ファンクラ

ブ会報のみに掲載されてきた、愛情こもった

珠玉のショートショート３２編を収録。

「不等辺三角形」
内田　康夫　著　　講談社

　名古屋、奥松島で起きた殺人事件を繋ぐも

の。それは名古屋の名家に伝わる古い仙台た

んすだった。事件解明を依頼された浅見光彦

は、たんすから見つかった謎の漢詩に注目し

その意味するところを解こうとするが…。

■「ボーダー」
　　　垣根　涼介　著　  文藝春秋

■「奇妙な賽銭」
　　　澤田　ふじ子　著　  幻冬舎

■「すれ違う背中を」
　　　乃南　アサ　著　  新潮社

■「いいんだか悪いんだか」
　　　林　真理子　著　  文藝春秋

30

市
県
民
税
（
第
１
期
分
）

の
納
期
は
６
月
　
日
ま
で
で
す

開館時間…10：00～18：00（金曜日は20時まで）

6月の休館日…毎週月曜日、
　　　　　　　1日（火）・30日（水）
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【市制施行70周年事業】

平
成
　
年
　
月
号

◆
編
集
・
発
行
／
島
原
市
市
長
公
室
　
　
　
　
長
崎
県
島
原
市
上
の
町
5
3
7

◆
毎
月
１
日
発
行

〒
855
｜

8555

22

6

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
５
７
　
１
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
５
７
　
６
３
３
４

（＋94）

（＋62）

（＋32）

（＋78）

48, 878

島 原 市 の 人 口

人 口
5月1日現在

人

人

人

（前月比）

22, 768男

26,110女

18,725世帯数

出生 042件
転入 195件

死亡 053件
転出 143件

※人口、世帯数は住民基本台帳による

世帯

K

編
集

後
記

　
最
近
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
ブ
ー

ム
な
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
雑

誌
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
よ
く
特
集
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
定
義
に
つ
い
て
は

詳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
集
中
す
る
場
所
や
癒
し
の
場
所
な

ど
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
表
紙

の
大
く
す
は
、
幹
周
り
が
非
常
に
大

き
く
、
自
然
の
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

近
く
に
い
る
と
木
の
生
命
力
が
伝
わ

っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
ま
さ

に
、
島
原
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
身
近
に
あ
り
な
が
ら

再
発
見
で
き
る
場
所
が
ま
だ
ま
だ
あ

り
そ
う
で
す
。

▼
お
詫
び
と
訂
正

　
５
月
号
11
ペ
ー
ジ
・
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
の
中
で
「
毎
月
１
回
」
と

あ
る
の
は
「
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

週
１
、
２
回
、
グ
ル
ー
プ
合
同
で

月
１
回
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

政策企画グループ政策振興班 （TEL 63－1111  内線141）問い合わせ先

【市制施行70周年事業】

市民団体等活動費補助金の事業を募集
市民団体などが実施する事業に補助金を交付します

次のすべてに該当する事業です。

１．市民の福祉向上または公益上の必要が認め

　　られる事業

２．市内で実施される事業

３．平成23年 3月31日までに完了する事業

　市では、市民自らが実践する地域づくりを積極的に推進するため、市民団体などが市制施

行70周年を記念して、自主的・主体的に企画し、実施する公益性のある大会やイベント事業

を応援するため「島原市市民団体等活動費補助金」を交付します。

対象となる事業

　補助対象経費の３分の１以内の額で、１事業

につき50万円を限度額とします。ただし、１団

体につき１事業とし、予算の範囲内での交付と

なります。

補助金の額

　申請には所定の申請書のほか関係書類が必要

です。応募を希望する団体は事前に相談してく

ださい。

申請手続き

　６月１日（火）から６月３０日（水）まで

応募期間

次の事業などは補助の対象になりません。

１．特定の個人や団体の営利を目的とする事業

２．宗教的活動または政治的活動を主な目的と

　　する事業

３．地区住民の交流会や親睦会のような事業

４．売名を目的とする事業

５．公の秩序または善良の風俗を害するおそれ

　　のある事業

対象とならない事業

次のすべてに該当する団体です。

１．公益的な活動を行い、または行おうとして

　　いる団体

２．主な活動の場が市内にある団体

３．５人以上で構成されている団体で、構成員

　　の半数以上が市内に住所、勤務先を有し、

　　主な構成員である団体

４．代表者が明らかで、その団体の設置の趣旨

　　や活動の目的が定められた規約または会則

　　があり、予算・決算などの会計処理が明確

　　な団体

補助を受ける団体の要件


